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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医用画像より肺野領域を抽出して、胸壁と縦隔とを含む肺野領域の輪郭を特定し、
　前記胸壁と前記縦隔との間を内分する位置を特定して、前記肺野領域の形状に基づき前
記肺野領域を中枢領域と末梢領域とに分割し、
　分割した前記中枢領域と前記末梢領域のそれぞれの病変を示す画素の個数を計数し、
　領域ごとの病変を示す画素の個数を記憶した記憶部を参照して、病変を示す画素の個数
の類似度に応じた類似症例画像を特定する、
　処理をコンピュータに実行させる類似症例画像検索プログラム。
【請求項２】
　前記医用画像に含まれる複数のスライス画像それぞれにおいて、領域ごとに計数した各
スライス位置での病変を示す画素の個数に基づいて、領域ごとのヒストグラムを生成し、
　領域ごとのヒストグラムを記憶した記憶部を参照して、生成した領域ごとのヒストグラ
ムとの類似度に応じた類似症例画像を特定することを特徴とする請求項１に記載の類似症
例画像検索プログラム。
【請求項３】
　前記医用画像に含まれる複数のスライス画像それぞれにおける、前記胸壁と前記縦隔と
の間を内分する割合を規定したモデルを参照することで、前記医用画像に含まれる複数の
スライス画像それぞれにおける、前記胸壁と前記縦隔との間を内分する位置を特定するこ
とを特徴とする請求項２に記載の類似症例画像検索プログラム。
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【請求項４】
　前記医用画像に含まれる複数のスライス画像それぞれにおいて、体の中心位置を抽出し
、該中心位置から放射状に延びる複数の直線と、特定した前記肺野領域の輪郭との交点を
、前記胸壁または前記縦隔として抽出することを特徴とする請求項３に記載の類似症例画
像検索プログラム。
【請求項５】
　前記医用画像に含まれる複数のスライス画像それぞれにおいて、前記胸壁と前記縦隔と
の間を内分する複数の位置をつなぐ分割曲線を作成し、前記肺野領域を中枢領域と末梢領
域とに分割することを特徴とする請求項４に記載の類似症例画像検索プログラム。
【請求項６】
　前記医用画像に含まれる複数のスライス画像それぞれにおいて、前記肺野領域の重心位
置を通る水平線と、特定した前記肺野領域の輪郭との交点を、前記胸壁として抽出し、前
記水平線において、前記重心位置に対して前記胸壁とは反対側に位置する点であって、前
記重心位置までの距離が、前記胸壁から前記重心位置までの距離に等しい点を、前記縦隔
として抽出することを特徴とする請求項３に記載の類似症例画像検索プログラム。
【請求項７】
　前記医用画像に含まれる複数のスライス画像それぞれにおいて、２つの前記肺野領域を
統合する統合画像を作成し、作成した該統合画像を、前記胸壁と前記縦隔との間を内分す
る位置を通る大きさまで縮小し、縮小した該統合画像に基づいて、前記肺野領域を中枢領
域と末梢領域とに分割することを特徴とする請求項６に記載の類似症例画像検索プログラ
ム。
【請求項８】
　医用画像より肺野領域を抽出して、胸壁と縦隔とを含む肺野領域の輪郭を特定する輪郭
特定部と、
　前記胸壁と前記縦隔との間を内分する位置を特定して、前記肺野領域の形状に基づき前
記肺野領域を中枢領域と末梢領域とに分割する分割部と、
　分割した前記中枢領域と前記末梢領域のそれぞれの病変を示す画素の個数を計数する計
数部と、
　領域ごとの病変を示す画素の個数を記憶した記憶部を参照して、病変を示す画素の個数
の類似度に応じた類似症例画像を特定する画像特定部と
　を有することを特徴とする類似症例画像検索装置。
【請求項９】
　医用画像より肺野領域を抽出して、胸壁と縦隔とを含む肺野領域の輪郭を特定し、
　前記胸壁と前記縦隔との間を内分する位置を特定して、前記肺野領域の形状に基づき前
記肺野領域を中枢領域と末梢領域とに分割し、
　分割した前記中枢領域と前記末梢領域のそれぞれの病変を示す画素の個数を計数し、
　領域ごとの病変を示す画素の個数を記憶した記憶部を参照して、病変を示す画素の個数
の類似度に応じた類似症例画像を特定する、
　処理をコンピュータが実行する類似症例画像検索方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、類似症例画像検索プログラム、類似症例画像検索装置及び類似症例画像検索
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、医療の現場では、診断対象の医用画像の症例に類似する過去の症例（類似症
例）を参照して診断を行う比較読影が行われており、類似症例の医用画像を検索する装置
として、類似症例画像検索装置が利用されている。
【０００３】
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　比較読影の際に、読影医等にとって画像診断が困難な症例の一つとしてびまん性肺疾患
が挙げられる。びまん性肺疾患とは、肺野領域の広範囲にわたって病変が分布する疾患で
あり、びまん性肺疾患などの臓器内に病変が分布する疾患の画像診断においては、肺野領
域内のどの領域に病変が分布しているかを特定することが重要となってくる。このため、
類似症例画像検索装置では、診断対象の医用画像において、肺野領域を、画像診断に適し
た領域（例えば、中枢領域、末梢領域等）に分割することが求められる。
【０００４】
　これに対して、例えば、下記特許文献１では、診断対象の医用画像から、患者の体の中
心位置を抽出し、抽出した中心位置からの距離に基づいて特定領域を分割する分割方法が
提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－９００５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、肺野領域は複雑な形状を有しているうえに、体の中心位置に対して左右
方向及び前後方向に対称ではない。このため、上記分割方法では、肺野領域を、画像診断
に適した領域に分割することはできず、病変が分布している領域を判定し類似症例を検索
しようとしても、精度よく検索することは困難である。
【０００７】
　一つの側面では、びまん性肺疾患などの臓器内に病変が分布する疾患における病変の分
布に基づいて類似症例を検索できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一態様によれば、類似症例画像検索プログラムは、
　医用画像より肺野領域を抽出して、胸壁と縦隔とを含む肺野領域の輪郭を特定し、
　前記胸壁と前記縦隔との間を内分する位置を特定して、前記肺野領域の形状に基づき前
記肺野領域を中枢領域と末梢領域とに分割し、
　分割した前記中枢領域と前記末梢領域のそれぞれの病変を示す画素の個数を計数し、
　領域ごとの病変を示す画素の個数を記憶した記憶部を参照して、病変を示す画素の個数
の類似度に応じた類似症例画像を特定する、処理をコンピュータに実行させる。
【発明の効果】
【０００９】
　びまん性肺疾患などの臓器内に病変が分布する疾患における病変の分布に基づいて類似
症例を検索することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】ＣＴ画像処理システムの一例を示す図である。
【図２】類似症例画像検索装置のハードウェア構成を示す図である。
【図３】類似症例画像検索装置の表示画面の一例を示す第１の図である。
【図４】類似症例画像検索装置の表示画面の一例を示す第２の図である。
【図５】特徴量情報ＤＢに格納される特徴量情報の一例を示す第１の図である。
【図６】画像ＤＢに格納されるＣＴ画像情報の一例を示す図である。
【図７】類似症例画像検索装置の登録部の機能構成の一例を示す第１の図である。
【図８】病変検出部による病変検出処理の具体例を示す図である。
【図９】輪郭特定部による輪郭特定処理の一例を示す図である。
【図１０】中枢領域モデルの一例を示す図である。
【図１１】分割曲線作成部による分割曲線作成処理の具体例を示す図である。
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【図１２】類似症例画像検索装置の検索部の機能構成の一例を示す図である。
【図１３】類似度算出部による類似度算出処理の具体例を示す図である。
【図１４】ＣＴ画像処理システムにおける類似症例画像検索処理のシーケンス図である。
【図１５】類似症例画像検索装置の登録部の機能構成の一例を示す第２の図である。
【図１６】両肺野統合画像作成部による統合画像作成処理の具体例を示す図である。
【図１７】統合画像収縮部による統合画像収縮処理の具体例を示す図である。
【図１８】特徴量情報ＤＢに格納される特徴量情報の一例を示す第２の図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、各実施形態について添付の図面を参照しながら説明する。なお、本明細書及び図
面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については、同一の符号を付する
ことにより重複した説明を省く。
【００１２】
　［第１の実施形態］
　＜ＣＴ画像処理システムのシステム構成＞
　はじめに、第１の実施形態における類似症例画像検索装置を含むＣＴ画像処理システム
について説明する。図１は、ＣＴ画像処理システムの一例を示す図である。
【００１３】
　ＣＴ画像処理システム１００は、ＣＴ（Computed　Tomography）装置１１０と類似症例
画像検索装置１２０と画像データベース（以下、データベースをＤＢと略す）１３０とを
有する。ＣＴ装置１１０と類似症例画像検索装置１２０とは配線１１１を介して接続され
ており、両装置間では各種データの送受信が行われる。また、類似症例画像検索装置１２
０と画像ＤＢ１３０とは配線１１２を介して接続されており、両装置間においても各種デ
ータの送受信が行われる。
【００１４】
　ＣＴ装置１１０は、放射線等を利用して患者の体内を走査し、コンピュータを用いて処
理することで、医用画像として、患者の複数のスライス画像を含むＣＴ画像を生成する（
以下、このような処理を“ＣＴ画像を撮影する”と称する）。ＣＴ装置１１０は、撮影し
たＣＴ画像を類似症例画像検索装置１２０に送信する。
【００１５】
　類似症例画像検索装置１２０には、類似症例画像検索プログラムがインストールされて
おり、類似症例画像検索プログラムがコンピュータにより実行されることで、類似症例画
像検索装置１２０は類似症例画像検索部１４０として機能する。
【００１６】
　類似症例画像検索部１４０は、登録部１４１と、検索部１４２と、表示制御部１４３と
を有する。登録部１４１は、ＣＴ装置１１０において撮影されたＣＴ画像を、画像ＤＢ１
３０に格納する。また、登録部１４１は、当該ＣＴ画像の各スライス画像について、肺野
領域内の各領域の病変を示す画素の個数（病変画素数）を計数することでヒストグラムを
生成し、特徴量情報ＤＢ１５０に格納する。
【００１７】
　検索部１４２は、ＣＴ装置１１０において撮影された診断対象のＣＴ画像の各スライス
画像について、肺野領域内の各領域の病変画素数を計数することでヒストグラムを生成す
る。また、検索部１４２は、特徴量情報ＤＢ１５０に格納された、検索対象のＣＴ画像に
ついてのヒストグラムの中から、診断対象のＣＴ画像について生成したヒストグラムに類
似するヒストグラムを検索する。これにより、検索部１４２は、診断対象のＣＴ画像の症
例に類似する類似症例のＣＴ画像を検索する。また、検索部１４２は、検索結果を表示制
御部１４３に通知する。
【００１８】
　表示制御部１４３は、読影医等が、診断対象のＣＴ画像について比較読影を行うための
表示画面を表示する。表示画面には、診断対象のＣＴ画像を表示するための表示機能が含
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まれる。また、表示画面には、読影医等が、診断対象のＣＴ画像の症例に類似する類似症
例のＣＴ画像を検索するための指示機能が含まれる。更に、表示画面には、検索部１４２
からの検索結果に基づいて画像ＤＢ１３０から読み出したＣＴ画像を、類似症例のＣＴ画
像として、診断対象のＣＴ画像と対比表示するための対比表示機能が含まれる。
【００１９】
　画像ＤＢ１３０は、ＣＴ装置１１０において撮影されたＣＴ画像を格納する。また、画
像ＤＢ１３０は、格納したＣＴ画像を、類似症例画像検索装置１２０からの指示に基づき
、類似症例画像検索装置１２０に送信する。
【００２０】
　＜類似症例画像検索装置のハードウェア構成＞
　次に、類似症例画像検索装置１２０のハードウェア構成について説明する。図２は、類
似症例画像検索装置のハードウェア構成を示す図である。図２に示すように、類似症例画
像検索装置１２０は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）２０１、ＲＯＭ（Read　Onl
y　Memory）２０２、ＲＡＭ（Random　Access　Memory）２０３を備える。ＣＰＵ２０１
とＲＯＭ２０２とＲＡＭ２０３とは、いわゆるコンピュータを形成する。
【００２１】
　また、類似症例画像検索装置１２０は、補助記憶装置２０４、接続装置２０５、表示装
置２０６、操作装置２０７、ドライブ装置２０８を備える。なお、類似症例画像検索装置
１２０の各ハードウェアは、バス２０９を介して相互に接続されている。
【００２２】
　ＣＰＵ２０１は、補助記憶装置２０４に格納された各種プログラム（例えば、類似症例
画像検索プログラム等）を実行する。
【００２３】
　ＲＯＭ２０２は不揮発性メモリである。ＲＯＭ２０２は、補助記憶装置２０４に格納さ
れた各種プログラムをＣＰＵ２０１が実行するために必要な各種プログラム、データ等を
格納する、主記憶部として機能する。具体的には、ＲＯＭ２０２は、ＢＩＯＳ（Basic　I
nput/Output　System）やＥＦＩ（Extensible　Firmware　Interface）等のブートプログ
ラム等を格納する。
【００２４】
　ＲＡＭ２０３は揮発性メモリであり、ＤＲＡＭ（Dynamic　Random　Access　Memory）
やＳＲＡＭ（Static　Random　Access　Memory）等を含む。ＲＡＭ２０３は、補助記憶装
置２０４に格納された各種プログラムがＣＰＵ２０１によって実行される際に展開される
作業領域を提供する、主記憶部として機能する。
【００２５】
　補助記憶装置２０４は、類似症例画像検索装置１２０にインストールされた各種プログ
ラムや、各種プログラムが実行されることで生成されるデータ等を記録するコンピュータ
読み取り可能な補助記憶部として機能する。特徴量情報ＤＢ１５０は、補助記憶装置２０
４において実現される。
【００２６】
　接続装置２０５は、ＣＴ装置１１０及び画像ＤＢ１３０と接続され、ＣＴ装置１１０及
び画像ＤＢ１３０との間で、各種データの送受信を行う。表示装置２０６は、表示制御部
１４３による制御のもとで、読影医等が診断対象のＣＴ画像について比較読影を行う際に
用いる表示画面を表示する。操作装置２０７は、読影医等が類似症例画像検索装置１２０
に対して行う各種操作を受け付ける。
【００２７】
　ドライブ装置２０８は記録媒体２１０をセットするためのデバイスである。ここでいう
記録媒体２１０には、ＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク、光磁気ディスク等のように
情報を光学的、電気的あるいは磁気的に記録する媒体が含まれる。あるいは、記録媒体２
１０には、ＲＯＭ、フラッシュメモリ等のように情報を電気的に記録する半導体メモリ等
が含まれていてもよい。
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【００２８】
　なお、補助記憶装置２０４に格納される各種プログラムは、例えば、配布された記録媒
体２１０がドライブ装置２０８にセットされ、該記録媒体２１０に記録された各種プログ
ラムがドライブ装置２０８により読み出されることでインストールされる。あるいは、補
助記憶装置２０４に格納される各種プログラムは、接続装置２０５を介してネットワーク
からダウンロードされることでインストールされてもよい。
【００２９】
　＜表示画面の表示例＞
　次に、表示装置２０６に表示される表示画面について説明する。図３及び図４は、類似
症例画像検索装置の表示画面の一例を示す第１及び第２の図である。
【００３０】
　図３に示すように、表示画面３００には、ＣＴ装置１１０により撮影された診断対象の
ＣＴ画像を表示する、診断対象画像表示領域３１０が含まれる。
【００３１】
　また、表示画面３００には、検索ボタン３３０が含まれる。検索ボタン３３０は、検索
部１４２に対して、検索を指示するためのボタンである。
【００３２】
　また、表示画面３００には、検索結果表示領域３４０が含まれる。検索結果表示領域３
４０には、特徴量情報ＤＢ１５０に格納された、検索対象のＣＴ画像についてのヒストグ
ラムの中から、検索部１４２が、診断対象のＣＴ画像について生成したヒストグラムに類
似するヒストグラムを検索することで得た検索結果が表示される。
【００３３】
　また、表示画面３００には、類似症例検索結果表示領域３５０が含まれる。類似症例検
索結果表示領域３５０には、検索結果表示領域３４０に表示された検索結果のうち、読影
医等により指定されたＣＴ画像が表示される。
【００３４】
　図３（ａ）は、表示画面３００の診断対象画像表示領域３１０に、ＣＴ装置１１０によ
り撮影された診断対象のＣＴ画像が表示された様子を示している。
【００３５】
　図３（ｂ）は、表示画面３００の診断対象画像表示領域３１０に、診断対象のＣＴ画像
が表示された状態で、読影医等により検索ボタン３３０が押圧された様子を示している。
なお、検索ボタン３３０が押圧されると、図４に示す表示画面３００に遷移する。
【００３６】
　図４（ａ）は、検索ボタン３３０が押圧されたことで、検索部１４２により検索が行わ
れ、検索結果が検索結果表示領域３４０に表示された様子を示している。
【００３７】
　図４（ａ）に示すように、検索結果表示領域３４０に表示される検索結果には、情報の
項目として、“ＩＤ”、“サムネイル”、“類似度”が含まれる。“ＩＤ”には、検索部
１４２により検索された各ＣＴ画像を識別するための識別子が格納される。“サムネイル
”には、“ＩＤ”により識別されるＣＴ画像のサムネイル画像が表示される。“類似度”
には、検索部１４２により検索された各ＣＴ画像についてのヒストグラムと、診断対象の
ＣＴ画像についてのヒストグラムとの類似度に関する情報が格納される。
【００３８】
　図４（ｂ）は、検索結果表示領域３４０に表示された検索結果のうち、読影医等により
所定の検索結果が選択され、選択された検索結果に対応するＣＴ画像が、類似症例検索結
果表示領域３５０に表示された様子を示している。
【００３９】
　具体的には、図４（ｂ）の例は、ＩＤ＝“ＩＤ００１”が選択されて、対応するＣＴ画
像が、類似症例のＣＴ画像として、類似症例検索結果表示領域３５０に表示された様子を
示している。これにより、読影医等は、診断対象のＣＴ画像の症例に類似する類似症例の
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ＣＴ画像を参照しながら、比較読影により診断対象のＣＴ画像について画像診断を行うこ
とができる。
【００４０】
　なお、表示画面３００の表示内容は図３、図４に示したものに限定されず、例えば、診
断する患者の患者情報が表示されてもよい。あるいは、類似症例検索結果表示領域３５０
に表示されたＣＴ画像に対応付けて画像ＤＢ１３０に格納された各種情報が表示されても
よい。
【００４１】
　＜特徴量情報ＤＢ及び画像ＤＢ＞
　次に、特徴量情報ＤＢ１５０に格納される特徴量情報及び画像ＤＢ１３０に格納される
ＣＴ画像情報の詳細について説明する。
【００４２】
　（１）特徴量情報の詳細
　図５は、特徴量情報ＤＢに格納される特徴量情報の一例を示す第１の図である。図５（
ａ）に示すように、特徴量情報５００には、情報の項目として、“ＩＤ”、“スライス番
号”、“サムネイル画像”、“右肺野”、“左肺野”が含まれる。
【００４３】
　“ＩＤ”には、画像ＤＢ１３０に格納されたＣＴ画像を識別するための識別子が格納さ
れる。“スライス番号”には、ＣＴ画像に含まれる複数のスライス画像それぞれを識別す
るための番号が格納される。“サムネイル画像”には、ＣＴ画像に含まれる複数のスライ
ス画像それぞれのサムネイル画像が、スライス番号と対応付けて格納される。
【００４４】
　“右肺野”には、更に、“末梢領域に含まれる病変画素数”と“中枢領域に含まれる病
変画素数”とが含まれる。“末梢領域に含まれる病変画素数”には、右肺野のうち末梢領
域に分布する病変の病変画素数が格納される。また、“中枢領域に含まれる病変画素数”
には、右肺野のうち中枢領域に分布する病変の病変画素数が格納される。
【００４５】
　同様に、“左肺野”には、更に、“末梢領域に含まれる病変画素数”と“中枢領域に含
まれる病変画素数”とが含まれる。“末梢領域に含まれる病変画素数”には、左肺野のう
ち末梢領域に分布する病変の病変画素数が格納される。また、“中枢領域に含まれる病変
画素数”には、左肺野のうち中枢領域に分布する病変の病変画素数が格納される。
【００４６】
　図５（ｂ）は、特徴量情報５００に基づいて生成される病変画素数のヒストグラムを示
しており、横軸は病変画素数を表し、縦軸は、スライス番号を表している。このうち、ヒ
ストグラム５０１は、右肺野の末梢領域に含まれる病変画素数のヒストグラムであり、ヒ
ストグラム５０２は、右肺野の中枢領域に含まれる病変画素数のヒストグラムである。ま
た、ヒストグラム５０３は、左肺野の末梢領域に含まれる病変画素数のヒストグラムであ
り、ヒストグラム５０４は、左肺野の中枢領域に含まれる病変画素数のヒストグラムであ
る。ヒストグラム５０１～５０４は、特徴量情報５００の“ＩＤ”と対応付けて特徴量情
報ＤＢ１５０に格納される。
【００４７】
　（２）ＣＴ画像情報の詳細
　図６は、画像ＤＢに格納されるＣＴ画像情報の一例を示す図である。図６に示すように
、ＣＴ画像情報６００には、情報の項目として、“ＩＤ”、　“画像”、“患者情報”、
“診断結果”、“診断者”が含まれる。
【００４８】
　“ＩＤ”には、画像ＤＢ１３０に格納されたＣＴ画像を識別するための識別子が格納さ
れる。“画像”には、画像ＤＢ１３０に格納されたＣＴ画像のファイル名が格納される。
“患者情報”には、ＣＴ画像が撮影された患者についての詳細情報（患者ＩＤ、氏名、年
齢、性別等）が格納される。“診断結果”には、ＣＴ画像についての読影医等による診断
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結果が格納される。“診断者”には、対応するＣＴ画像について、画像診断を行った読影
医等を識別するためのＩＤが格納される。第１の実施形態において、画像ＤＢ１３０に格
納されるＣＴ画像についての画像診断は、ＣＴ画像の撮影時に行われるものとする。
【００４９】
　なお、ＣＴ画像情報６００には、診断結果に加えて、当該患者に対して行った処置の内
容や処置後の状態等の各種情報が診断結果と対応付けて格納されていてもよい。
【００５０】
　＜類似症例画像検索装置の各部の詳細及び各部による処理の具体例＞
　次に、類似症例画像検索装置１２０の各部（登録部１４１、検索部１４２、表示制御部
１４３）のうち、登録部１４１と検索部１４２の詳細及び登録部１４１と検索部１４２に
よる処理の具体例について順次説明する。
【００５１】
　（１）登録部の詳細
　はじめに、登録部１４１の詳細について説明する。図７は、類似症例画像検索装置の登
録部の機能構成の一例を示す第１の図である。図７に示すように、登録部１４１は、スラ
イス画像取得部７１０、病変検出部７２０、輪郭特定部７３０、中枢領域モデル取得部７
４０、分割曲線作成部７５０、ヒストグラム生成部７６０を有する。
【００５２】
　読影医等が、患者情報を入力した後に、ＣＴ装置１１０にて当該患者についてＣＴ画像
の撮影を行い、撮影したＣＴ画像についての診断結果を入力すると、画像ＤＢ１３０には
、撮影したＣＴ画像が格納される。また、ＣＴ画像情報６００には、格納されたＣＴ画像
を識別するためのＩＤと、ファイル名と、患者情報と、診断結果と、画像診断した読影医
を識別するためのＩＤとがＣＴ画像と対応付けて格納される。
【００５３】
　画像ＤＢ１３０に新たにＣＴ画像が格納され、かつ、ＣＴ画像情報６００に、ＩＤ、フ
ァイル名、患者情報、診断結果、画像診断した読影医を識別するためのＩＤが格納される
と、図７に示す登録部１４１の各部が動作する。
【００５４】
　スライス画像取得部７１０は、画像ＤＢ１３０に新たに格納されたＣＴ画像に含まれる
各スライス画像を読み出し、病変検出部７２０及び輪郭特定部７３０に送信する。
【００５５】
　病変検出部７２０は、病変検出処理を実行する。具体的には、病変検出部７２０は、各
スライス画像を、指定された大きさのグリッドに区切ることで、部分画像（以下、“ブロ
ック”と称す）を生成する。また、病変検出部７２０は、生成したブロックごとに、ブロ
ック内に含まれる各画素の輝度値を統計処理することで多次元ベクトルを算出する。更に
、病変検出部７２０は、算出した多次元ベクトルに基づいて、各ブロックが、病変に該当
するか否かを識別する。
【００５６】
　なお、算出した多次元ベクトルに基づいて、各ブロックが病変に該当するか否かを識別
するにあたり、病変検出部７２０は、予め病変を示す代表ベクトルを保持しているものと
する。病変検出部７２０は、各ブロックより算出した多次元ベクトルと、予め保持してい
る病変を示す代表ベクトルとの距離を算出することで、各ブロックが病変に該当するか否
かを識別し、病変を検出する。
【００５７】
　また、病変検出部７２０は、検出した病変の位置を示す病変情報をヒストグラム生成部
７６０に通知する。
【００５８】
　輪郭特定部７３０は、各スライス画像について輪郭特定処理を実行する。具体的には、
輪郭特定部７３０は、各スライス画像より肺野領域を抽出し、抽出した肺野領域の輪郭を
特定する。また、輪郭特定部７３０は、特定した各スライス画像の肺野領域の輪郭を、中
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枢領域モデル取得部７４０及び分割曲線作成部７５０に通知する。
【００５９】
　中枢領域モデル取得部７４０は、中枢領域モデル取得処理を実行する。具体的には、中
枢領域モデル取得部７４０は、モデル情報格納部７７０に予め格納された中枢領域モデル
を読み出す。中枢領域モデルとは、各スライス位置の肺野領域における、中枢領域と末梢
領域との割合を規定したモデルである。
【００６０】
　中枢領域モデル取得部７４０は、中枢領域モデルを取得することで、各スライス画像の
肺野領域における中枢領域と末梢領域との割合を識別し、分割曲線作成部７５０に通知す
る。
【００６１】
　分割曲線作成部７５０は分割部の一例であり、分割曲線作成処理を実行する。具体的に
は、分割曲線作成部７５０は、輪郭特定部７３０より通知された各スライス画像の肺野領
域の輪郭を、中枢領域モデル取得部７４０よりスライス画像ごとに通知された割合に基づ
いて内分し、内分点を算出する。また、分割曲線作成部７５０は、算出した内分点をつな
ぎ合わせることで、肺野領域を中枢領域と末梢領域とに分割する分割曲線を作成する。更
に、分割曲線作成部７５０は、各スライス画像について作成した分割曲線を、ヒストグラ
ム生成部７６０に通知する。
【００６２】
　ヒストグラム生成部７６０は計数部の一例であり、病変検出部７２０より通知された各
スライス画像における病変情報と、分割曲線作成部７５０より通知された各スライス画像
における分割曲線とを対比する。これにより、ヒストグラム生成部７６０では、各スライ
ス画像において、各病変が、中枢領域に分布しているのか末梢領域に分布しているのかを
判定することができる。
【００６３】
　また、ヒストグラム生成部７６０は、スライス画像ごとに、右肺野及び左肺野それぞれ
について、中枢領域に分布していると判定された病変の病変画素数と、末梢領域に分布し
ていると判定された病変の病変画素数とを計数する。ヒストグラム生成部７６０は、計数
した病変画素数を、特徴量情報ＤＢ１５０の特徴量情報５００に格納する。
【００６４】
　更に、ヒストグラム生成部７６０は、計数した病変画素数に基づいてヒストグラムを生
成し、特徴量情報５００の“ＩＤ”と対応付けて格納する。
【００６５】
　（２）登録部による処理の具体例
　次に、類似症例画像検索装置１２０の登録部１４１による処理の具体例について説明す
る。
【００６６】
　（ｉ）病変検出部による病変検出処理の具体例
　はじめに、登録部１４１の病変検出部７２０による病変検出処理の具体例について説明
する。図８は、病変検出部による病変検出処理の具体例を示す図である。
【００６７】
　このうち、図８（ａ）は、スライス画像の一例を示している。図８（ａ）に示すように
、スライス画像８００には、患者の右肺の肺野領域８１０と、患者の左肺の肺野領域８２
０とが含まれる。スライス画像８００上のブロック（例えば、ブロック８３０等）は、病
変検出部７２０により生成されたブロックを示している。
【００６８】
　図８（ｂ）は、病変検出部７２０により生成された各ブロックが病変に該当するかを識
別した様子を示している。図８（ｂ）に示す各ブロックのうち、太線で示したブロック（
例えば、ブロック８４０、８５０）は、病変と識別されたブロックであることを示してい
る。一方、太線で示したブロック（例えば、ブロック８４０、８５０）以外のブロックは
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、病変でないと識別されたブロックであることを示している。
【００６９】
　（ｉｉ）輪郭特定部による輪郭特定処理の具体例
　続いて、輪郭特定部７３０による輪郭特定処理の具体例について説明する。図９は、輪
郭特定部による輪郭特定処理の具体例を示す図である。このうち、図９（ａ）は、輪郭特
定部７３０により輪郭特定処理が行われる前のスライス画像８００を示している。一方、
図９（ｂ）は、輪郭特定部７３０が、スライス画像８００より肺野領域８１０、８２０を
抽出し、肺野領域８１０、８２０の輪郭９１１、９１２を特定した様子を示している。
【００７０】
　（ｉｉｉ）中枢領域モデル取得部による中枢領域モデル取得処理の具体例
　続いて、中枢領域モデル取得部７４０による中枢領域モデル取得処理の具体例について
説明する。一般に、肺の組織は肺門と呼ばれる部位から３次元的に広がっており、各スラ
イス位置における中枢領域に関して、以下のような医学的知見が得られている。
・肺門のあるスライス位置において、中枢領域の面積は最大となる。
・肺門のあるスライス位置からスライス位置が離れるに従って、中枢領域の面積は小さく
なり、やがてなくなる。
・肺野領域の上端から中枢領域の上端までは一定の間隔が空いている。また、肺野領域の
下端から中枢領域の下端までは一定の間隔が空いている。
【００７１】
　中枢領域モデル取得部７４０が取得する中枢領域モデルは、上記医学的知見に基づいて
生成されたものである。図１０は、中枢領域モデルの一例を示す図であり、患者の肺を正
面から見た場合の肺野領域１０１０、１０２０に、中枢領域モデル１０５０を重畳した様
子を示している。
【００７２】
　中枢領域モデル１０５０において、スライス位置１０３４は、肺門を通っており、当該
スライス位置１０３４において、中枢領域の面積は最大となっている。スライス位置１０
３１は、肺野領域１０１０、１０２０の上端を通っており、スライス位置１０３２は、中
枢領域１０４０の上端を通っている。スライス位置１０３１とスライス位置１０３２との
間にはβの間隔が空いている。また、スライス位置１０３６は、肺野領域１０１０、１０
２０の下端を通っており、スライス位置１０３５は、中枢領域１０４０の下端を通ってい
る。スライス位置１０３６とスライス位置１０３５との間にはγの間隔が空いている。
【００７３】
　中枢領域モデル１０５０は、スライス位置１０３４において面積が最大となる中枢領域
が、スライス位置１０３２及びスライス位置１０３５においてそれぞれ面積がゼロとなる
ように線形近似されている。
【００７４】
　また、中枢領域モデル１０５０は、各スライス位置において、中心から中枢領域モデル
１０５０の境界までの長さと、中枢領域モデル１０５０の境界から肺野領域１０１０、１
０２０の境界までの長さとの割合を規定している。図１０の例では、中枢領域モデル１０
５０が、スライス位置１０３３において、中心から中枢領域モデル１０５０の境界までの
長さと、中枢領域モデル１０５０の境界から肺野領域１０１０の境界までの長さとの割合
を、α：（１－α）と規定している。
【００７５】
　中枢領域モデル取得部７４０は、中枢領域モデル取得処理を実行することで、中枢領域
モデル１０５０を取得する。また、中枢領域モデル取得部７４０は、中枢領域モデル１０
５０に基づいて、各スライス位置における中心から中枢領域モデル１０５０の境界までの
長さと、中枢領域モデル１０５０の境界から肺野領域１０１０、１０２０の境界までの長
さとの割合を識別する。
【００７６】
　（ｉｖ）分割曲線作成部による分割曲線作成処理の具体例
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　続いて、分割曲線作成部７５０による分割曲線作成処理の具体例について説明する。図
１１は、分割曲線作成部による分割曲線作成処理の具体例を示す図である。図１１の例は
、スライス位置１０３３におけるスライス画像について、肺野領域を中枢領域と末梢領域
とに分割する分割曲線１１１１、１１２１を作成した様子を示している。
【００７７】
　分割曲線作成部７５０は、スライス画像より患者の体の中心位置１１３０を抽出する。
また、分割曲線作成部７５０は、中心位置１１３０から放射状に直線を延ばし、輪郭特定
部７３０より通知された肺野領域１１１０、１１２０の輪郭との交点（内側（縦隔）の交
点及び外側（胸壁）の交点）を抽出する。
【００７８】
　例えば、分割曲線作成部７５０は、中心位置１１３０から直線１１４０を延ばし、肺野
領域１１１０の輪郭との交点（内側（縦隔）の交点１１５０と外側（胸壁）の交点１１６
０）を抽出する。
【００７９】
　続いて、分割曲線作成部７５０は、内側（縦隔）の交点と外側（胸壁）の交点との間の
線分を、中枢領域モデル取得部７４０より通知された割合に基づいて内分することで、内
分点を特定する。
【００８０】
　例えば、分割曲線作成部７５０は、内側（縦隔）の交点１１５０と外側（胸壁）の交点
１１６０との間の線分を、α：（１－α）の割合で内分することで、内分点１１７０を特
定する。
【００８１】
　分割曲線作成部７５０は、中心位置１１３０から放射状に延びる各直線について内分点
を特定し、特定した各内分点を繋ぎ合わせることで、肺野領域１１１０、１１２０の形状
に基づく分割曲線を作成する。これにより、分割曲線作成部７５０は、肺野領域１１１０
についての分割曲線１１１１と、肺野領域１１２０についての分割曲線１１２１とを作成
することができる。つまり、肺野領域１１１０、１１２０をそれぞれ、医学的知見に基づ
き中枢領域と末梢領域とに分割することができる。
【００８２】
　（３）検索部の詳細
　次に、類似症例画像検索装置１２０の各部（登録部１４１、検索部１４２、表示制御部
１４３）のうち、検索部１４２の詳細について説明する。
【００８３】
　図１２は、類似症例画像検索装置の検索部の機能構成の一例を示す図である。図１２に
示すように、検索部１４２は、スライス画像取得部１２１０、病変検出部１２２０、輪郭
特定部１２３０、中枢領域モデル取得部１２４０、分割曲線作成部１２５０、ヒストグラ
ム生成部１２６０、類似度算出部１２７０、出力部１２８０を有する。
【００８４】
　読影医等が検索部１４２を起動し、診断する患者の患者情報を入力した後に、ＣＴ装置
１１０にて当該患者についてのＣＴ画像の撮影が行われると、表示制御部１４３は、撮影
されたＣＴ画像を診断対象のＣＴ画像として表示画面３００に表示する。表示制御部１４
３により表示画面３００が表示され、読影医等により検索指示が入力されることで、図１
２に示す検索部１４２の各部が動作する。
【００８５】
　なお、検索部１４２の各部のうち、類似度算出部１２７０、出力部１２８０を除く各部
は、表示画面３００に表示された診断対象のＣＴ画像について処理を行うことのほかは、
図７に示した登録部１４１の各部と同様の処理を行う。このため、ここでは説明を省略す
る。
【００８６】
　類似度算出部１２７０は画像特定部の一例である。類似度算出部１２７０は、診断対象
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のＣＴ画像についてのヒストグラムと、特徴量情報ＤＢ１５０より読み出した検索対象の
ＣＴ画像についてのヒストグラムとの間の類似度を算出する。類似度算出部１２７０は、
右肺野の中枢領域及び末梢領域のヒストグラムについてそれぞれ類似度を算出し、左肺野
の中枢領域及び末梢領域のヒストグラムについてそれぞれ類似度を算出する。また、類似
度算出部１２７０は、算出した各類似度を足し合せることで、合計値（総合類似度）を算
出する。類似度算出部１２７０は、診断対象のＣＴ画像と、各検索対象のＣＴ画像との間
で算出した総合類似度を出力部１２８０に通知する。
【００８７】
　出力部１２８０は、類似度算出部１２７０より通知された総合類似度について、ソート
処理を行い、総合類似度を高い順に並べ替える。出力部１２８０は、総合類似度が高い所
定数の検索対象について、対応するＩＤ、サムネイル画像を特徴量情報ＤＢ１５０から読
み出し、総合類似度とともに検索結果として表示制御部１４３に通知する。
【００８８】
　（４）検索部による処理の具体例
　次に、類似症例画像検索装置１２０の検索部１４２による処理のうち、類似度算出部１
２７０による類似度算出処理の具体例について説明する。図１３は、類似度算出部による
類似度算出処理の具体例を示す図である。
【００８９】
　図１３において、ヒストグラム１３１１～１３１４は、診断対象のＣＴ画像についての
ヒストグラムである。このうち、ヒストグラム１３１１は、右肺野の末梢領域についての
ヒストグラムであり、ヒストグラム１３１２は、右肺野の中枢領域についてのヒストグラ
ムである。また、ヒストグラム１３１３は、左肺野の末梢領域についてのヒストグラムで
あり、ヒストグラム１３１４は、左肺野の中枢領域についてのヒストグラムである。
【００９０】
　一方、ヒストグラム１３２１～１３２４は、検索対象のＣＴ画像についてのヒストグラ
ムである。このうち、ヒストグラム１３２１は、右肺野の末梢領域についてのヒストグラ
ムであり、ヒストグラム１３２２は、右肺野の中枢領域についてのヒストグラムである。
また、ヒストグラム１３２３は、左肺野の末梢領域についてのヒストグラムであり、ヒス
トグラム１３２４は、左肺野の中枢領域についてのヒストグラムである。
【００９１】
　類似度算出部１２７０は、対応するヒストグラム同士の類似度を算出し、それぞれの類
似度を足し合せることで総合類似度を算出する。図１３の例は、右肺野の末梢領域につい
てのヒストグラム同士の類似度がＳ１で、右肺野の中枢領域についてのヒストグラム同士
の類似度がＳ２であったことを示している。また、図１３の例は、左肺野の末梢領域につ
いてのヒストグラム同士の類似度がＳ３で、左肺野の中枢領域についてのヒストグラム同
士の類似度がＳ４であったことを示している。したがって、類似度算出部１２７０は、診
断対象のＣＴ画像と、検索対象のＣＴ画像との総合類似度を、Ｓ＝Ｓ１＋Ｓ２＋Ｓ３＋Ｓ

４と算出する。
【００９２】
　＜ＣＴ画像処理システムにおける類似症例画像検索処理全体の流れ＞
　次に、ＣＴ画像処理システム１００における類似症例画像検索処理全体の流れについて
説明する。図１４は、ＣＴ画像処理システムにおける類似症例画像検索処理のシーケンス
図である。
【００９３】
　図１４に示すように、ＣＴ画像処理システム１００における類似症例画像検索処理は、
登録フェーズと検索フェーズとに大別することができる。はじめに、登録フェーズについ
て説明する。
【００９４】
　ステップＳ１４０１において、ＣＴ装置１１０は、患者のＣＴ画像を撮影する。ＣＴ画
像の撮影に際して、類似症例画像検索装置１２０には、患者情報が入力される。
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【００９５】
　ステップＳ１４０２において、ＣＴ装置１１０は、撮影により得られたＣＴ画像を、検
索対象のＣＴ画像として、類似症例画像検索装置１２０の登録部１４１に送信する。
【００９６】
　ステップＳ１４０３において、登録部１４１は、ＣＴ装置１１０より送信された検索対
象のＣＴ画像を取得し、識別子を付したうえで、患者情報とともに、画像ＤＢ１３０に格
納する。なお、登録部１４１がＣＴ画像を画像ＤＢ１３０に格納するにあたり、読影医等
は、当該ＣＴ画像についての画像診断を行う。登録部１４１では、このときの診断結果を
当該ＣＴ画像と対応付けて画像ＤＢ１３０に格納する。
【００９７】
　ステップＳ１４０４において、登録部１４１は、格納した検索対象のＣＴ画像の各スラ
イス画像について、病変検出処理を実行し、病変を検出する。
【００９８】
　ステップＳ１４０５において、登録部１４１は、格納した検索対象のＣＴ画像の各スラ
イス画像について、輪郭特定処理、中枢領域モデル取得処理、分割曲線作成処理を実行す
ることで、肺野領域を中枢領域と末梢領域とに分割する。
【００９９】
　ステップＳ１４０６において、登録部１４１は、中枢領域に分布している病変の病変画
素数と末梢領域に分布している病変の病変画素数とを計数し、ヒストグラム１３２１～１
３２４を生成する。
【０１００】
　ステップＳ１４０７において、登録部１４１は、計数した病変画素数及び生成したヒス
トグラムを特徴量情報ＤＢ１５０の特徴量情報５００に格納する。
【０１０１】
　以上で、登録フェーズが完了する。なお、図１４は、登録フェーズにおける患者一人分
の処理の例であり、実際には、登録フェーズにおいて、複数患者分の処理が行われるもの
とする。
【０１０２】
　続いて、検索フェーズについて説明する。ステップＳ１４１１において、ＣＴ装置１１
０は、診断する患者のＣＴ画像を撮影する。ステップＳ１４１１におけるＣＴ画像の撮影
に際して、類似症例画像検索装置１２０には、診断する患者の患者情報が入力される。
【０１０３】
　ステップＳ１４１２において、ＣＴ装置１１０は、撮影により得られたＣＴ画像を、診
断対象のＣＴ画像として、類似症例画像検索装置１２０の検索部１４２に送信する。
【０１０４】
　ステップＳ１４１３において、検索部１４２は、ＣＴ装置１１０より送信された診断対
象のＣＴ画像を取得する。また、検索部１４２は、取得した診断対象のＣＴ画像を表示制
御部１４３に通知する。
【０１０５】
　ステップＳ１４１４において、表示制御部１４３は、表示装置２０６に表示画面３００
を表示し、検索部１４２より通知されたＣＴ画像に含まれるいずれかのスライス画像を、
当該表示画面３００の診断対象画像表示領域３１０に表示する。
【０１０６】
　ステップＳ１４１５において、表示制御部１４３は、表示画面３００の検索ボタン３３
０を介して入力された検索指示を受け付ける。
【０１０７】
　ステップＳ１４１６において、表示制御部１４３は、受け付けた検索指示を検索部１４
２に通知する。
【０１０８】
　ステップＳ１４１７において、検索部１４２は、表示制御部１４３より検索指示の通知
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を受けると、診断対象のＣＴ画像の各スライス画像について、病変検出処理を実行し、病
変を検出する。
【０１０９】
　ステップＳ１４１８において、検索部１４２は、診断対象のＣＴ画像の各スライス画像
について、輪郭特定処理、中枢領域モデル取得処理、分割曲線作成処理を実行することで
、肺野領域を中枢領域と末梢領域とに分割する。
【０１１０】
　ステップＳ１４１９において、検索部１４２は、中枢領域に分布している病変の病変画
素数と末梢領域に分布している病変の病変画素数とを計数し、ヒストグラム１３１１～１
３１４を生成する。
【０１１１】
　ステップＳ１４２０において、検索部１４２は、特徴量情報ＤＢ１５０より特徴量情報
５００を読み出し、各検索対象のＣＴ画像についてのヒストグラム（例えば、ヒストグラ
ム１３２１～１３２４）を取得する。
【０１１２】
　ステップＳ１４２１において、検索部１４２は、取得した検索対象のＣＴ画像について
のヒストグラム１３２１～１３２４と、生成した診断対象のＣＴ画像についてのヒストグ
ラム１３１１～１３１４との間で、対応する領域ごとに類似度を算出する。また、検索部
１４２は、対応する領域ごとに算出した類似度を足し合せることで、総合類似度を算出し
、算出した総合類似度を、高い順にソートする。
【０１１３】
　ステップＳ１４２２において、検索部１４２は、総合類似度の高い所定数の検索対象の
ＣＴ画像に対応付けられたＩＤ及びサムネイル画像を、総合類似度とともに、検索結果と
して、表示制御部１４３に通知する。
【０１１４】
　ステップＳ１４２３において、表示制御部１４３は、検索部１４２より通知された検索
結果を、検索結果表示領域３４０に表示する。
【０１１５】
　ステップＳ１４２４において、表示制御部１４３は、検索結果表示領域３４０において
、読影医等により所定の検索結果が選択された場合に、ＣＴ画像表示指示として受け付け
る。
【０１１６】
　ステップＳ１４２５において、表示制御部１４３は、選択された検索結果に含まれるＩ
Ｄを特定し、特定したＩＤにより識別されるＣＴ画像を、画像ＤＢ１３０より読み出す。
【０１１７】
　ステップＳ１４２６において、表示制御部１４３は、読み出したＣＴ画像のいずれかの
スライス画像を、類似症例検索結果表示領域３５０に表示する。これにより、読影医等は
、診断対象のＣＴ画像の症例に類似する類似症例のＣＴ画像のスライス画像を参照しなが
ら、比較読影により診断対象のＣＴ画像について画像診断を行うことができる。
【０１１８】
　以上の説明から明らかなように、びまん性肺疾患などの臓器内に病変が分布する疾患の
場合、肺野領域の広範囲にわたって病変が分布する一方で、従来は肺野領域を中枢領域と
末梢領域とに適切に分割することができなかった。このため、病変が分布している領域を
判定し類似症例を検索しようとしても、精度よく検索することが困難であった。
【０１１９】
　これに対して、類似症例画像検索装置１２０は、医学的知見に基づき、各スライス画像
について、胸壁と縦隔との間を内分する位置を特定することで、肺野領域を中枢領域と末
梢領域とに分割する。このため、類似症例画像検索装置１２０によれば、肺野領域を、診
断に適した領域に分割することができる。
【０１２０】
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　また、類似症例画像検索装置１２０は、各スライス画像より検出した病変について、中
枢領域に分布している病変の病変画素数と末梢領域に分布している病変の病変画素数とを
計数し、ヒストグラムを生成する。更に、類似症例画像検索装置１２０は、生成したヒス
トグラムを用いて類似度を算出し、類似症例画像を特定する。このため、類似症例画像検
索装置１２０によれば、病変が分布している領域を判定して類似症例を検索することがで
きる。
【０１２１】
　この結果、類似症例画像検索装置１２０によれば、びまん性肺疾患などの臓器内に病変
が分布する疾患における病変の分布に基づいて類似症例を精度よく検索することが可能に
なる。
【０１２２】
　［第２の実施形態］
　上記第１の実施形態では、各スライス画像について、分割曲線を作成して肺野領域を中
枢領域と末梢領域とに分割する方法について説明した。しかしながら、肺野領域を中枢領
域と末梢領域とに分割する方法はこれに限定されない。第２の実施形態では、上記第１の
実施形態とは異なる方法により肺野領域を中枢領域と末梢領域とに分割する場合について
説明する。なお、以下では、上記第１の実施形態との相違点を中心に説明する。
【０１２３】
　＜類似症例画像検索装置の登録部の機能構成＞
　はじめに、第２の実施形態に係る類似症例画像検索装置１２０の登録部１４１の機能構
成について説明する。図１５は、類似症例画像検索装置の登録部の機能構成の一例を示す
第２の図である。図７に示した機能構成との相違点は、両肺野統合画像作成部１５１０、
統合画像収縮部１５２０を有している点である。
【０１２４】
　両肺野統合画像作成部１５１０は、統合画像作成処理を実行する。具体的には、両肺野
統合画像作成部１５１０は、輪郭特定部７３０より通知された各スライス画像における左
右肺それぞれの肺野領域の輪郭に基づいて、胸壁と縦隔とを端点とする基準線分を算出す
る。また、両肺野統合画像作成部１５１０は、輪郭特定部７３０より通知された各スライ
ス画像における左右肺それぞれの肺野領域の輪郭に基づいて、両肺野領域を統合した画像
（統合画像）を作成する。更に、両肺野統合画像作成部１５１０は、算出した基準線分と
、作成した統合画像とを、統合画像収縮部１５２０に通知する。
【０１２５】
　統合画像収縮部１５２０は分割部の一例であり、統合画像収縮処理を実行する。具体的
には、統合画像収縮部１５２０は、両肺野統合画像作成部１５１０より通知された統合画
像を収縮させ、基準線分を所定の割合で内分することで、肺野領域を中枢領域と末梢領域
とに分割する。なお、統合画像収縮部１５２０は、基準線分を内分する割合を、モデル情
報格納部７７０より取得した中枢領域モデルに基づいて識別し、識別した割合に基づいて
内分点を特定する。
【０１２６】
　また、統合画像収縮部１５２０は、分割した中枢領域及び末梢領域を、ヒストグラム生
成部７６０に通知する。
【０１２７】
　＜類似症例画像検索装置の登録部による処理の具体例＞
　次に、類似症例画像検索装置１２０の登録部１４１による処理の具体例について説明す
る。
【０１２８】
　（１）両肺野統合画像作成部による統合画像作成処理の具体例
　はじめに、登録部１４１の両肺野統合画像作成部１５１０による統合画像作成処理の具
体例について説明する。図１６は、両肺野統合画像作成部による統合画像作成処理の具体
例を示す図である。図１６の例は、スライス位置１０３３におけるスライス画像について
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、基準線分を算出し、統合画像を作成する様子を示している。
【０１２９】
　図１６（ａ）に示すように、両肺野統合画像作成部１５１０は、輪郭特定部７３０より
通知された輪郭に基づいて、肺野領域１６１０、１６２０それぞれの重心位置１６１１、
１６２１を算出する。続いて、両肺野統合画像作成部１５１０は、算出した重心位置１６
１１を通る水平線１６１２と、算出した重心位置１６２１を通る水平線１６２２とを算出
する。
【０１３０】
　続いて両肺野統合画像作成部１５１０は、水平線１６１２と肺野領域１６１０の外側の
輪郭（胸壁）との交点１６１３と、水平線１６２２と肺野領域１６２０の外側の輪郭（胸
壁）との交点１６２３とを抽出する。
【０１３１】
　続いて両肺野統合画像作成部１５１０は、水平線１６１２上において、重心位置１６１
１に対して交点１６１３と反対側に位置する点であって、重心位置１６１１からの距離が
、交点１６１３から重心位置１６１１までの距離と等しい点１６１４を抽出する。同様に
、両肺野統合画像作成部１５１０は、水平線１６２２上において、重心位置１６２１に対
して交点１６２３と反対側に位置する点であって、重心位置１６２１からの距離が、交点
１６２３から重心位置１６２１までの距離と等しい点１６２４を抽出する。
【０１３２】
　なお、両肺野統合画像作成部１５１０によるこれらの処理は、胸壁と肺野領域の重心位
置との距離と、肺野領域の重心位置と縦隔との距離が解剖学的に等しくなることを利用し
て縦隔を抽出する処理である。
【０１３３】
　これにより、両肺野統合画像作成部１５１０は、胸壁（交点１６１３、１６２３）と縦
隔（点１６１４、１６２４）とを端点とする基準線分１６１５、１６２５を算出すること
ができる。
【０１３４】
　また、両肺野統合画像作成部１５１０は、図１６（ｂ）に示すように、肺野領域１６１
０、１６２０の輪郭（胸壁）の形状に基づいて、肺野領域１６１０、１６２０を統合した
統合画像１６３０を作成する。両肺野統合画像作成部１５１０は、作成した統合画像１６
３０と、基準線分１６１５、１６２５とを、統合画像収縮部１５２０に通知する。
【０１３５】
　（２）統合画像収縮部による統合画像収縮処理の具体例
　次に、登録部１４１の統合画像収縮部１５２０による統合画像収縮処理の具体例につい
て説明する。図１７は、統合画像収縮部による統合画像収縮処理の具体例を示す図である
。
【０１３６】
　図１７（ａ）に示すように、統合画像収縮部１５２０は、両肺野統合画像作成部１５１
０から通知された統合画像１６３０の大きさを縮小し、縮小統合画像１７０１を生成する
。統合画像収縮部１５２０は、縮小統合画像１７０１と基準線分１６１５との交点１７１
１が、基準線分１６１５を（つまり、胸壁と縦隔との間を）、α：（１－α）の割合で内
分する内分点となるように、縮小統合画像１７０１を生成する。
【０１３７】
　これにより、統合画像収縮部１５２０は、右肺の肺野領域において、中枢領域の境界１
７２１を算出することができる。統合画像収縮部１５２０は、中枢領域の境界１７２１の
内側を中枢領域、外側を末梢領域として、ヒストグラム生成部７６０に通知する。
【０１３８】
　同様に、図１７（ｂ）に示すように、統合画像収縮部１５２０は、両肺野統合画像作成
部１５１０から通知された統合画像１６３０の大きさを縮小し、縮小統合画像１７０２を
生成する。統合画像収縮部１５２０は、縮小統合画像１７０２と基準線分１６２５との交
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点１７１２が、基準線分１６２５を（つまり、胸壁と縦隔との間を）、α：（１－α）の
割合で内分する内分点となるように、縮小統合画像１７０２を生成する。
【０１３９】
　これにより、統合画像収縮部１５２０は、左肺の肺野領域において、中枢領域の境界１
７２２を算出することができる。統合画像収縮部１５２０は、中枢領域の境界１７２２の
内側を中枢領域、外側を末梢領域として、ヒストグラム生成部７６０に通知する。
【０１４０】
　以上の説明から明らかなように、第２の実施形態では、各スライス画像の各肺野領域に
おいて、胸壁と縦隔とをそれぞれ１点ずつ抽出して基準線分を算出し、当該基準線分を医
学的知見に基づく割合で内分するように、統合画像の大きさを縮小する。また、第２の実
施形態では、縮小した統合画像に基づき中枢領域の境界を算出して、肺野領域を中枢領域
と末梢領域とに分割する。このため、第２の実施形態によれば、肺野領域を、診断に適し
た領域に分割することができる。
【０１４１】
　また、第２の実施形態では、縦隔の抽出に際して、一般に高精度での抽出が困難な肺野
領域の縦隔側の輪郭を用いずに、胸壁側の輪郭と、肺野領域の重心位置とを用いる。この
ため、第２の実施形態によれば、中枢領域の境界を算出する際の算出精度が向上し、肺野
領域を中枢領域と末梢領域とに適切に分割することが可能となる。
【０１４２】
　［第３の実施形態］
　上記第１及び第２の実施形態では、肺野領域を中枢領域と末梢領域とに２分割する場合
について説明した。しかしながら、肺野領域の分割数はこれに限定されず、中枢領域内あ
るいは末梢領域内を更に細かく分割してもよい。これにより、検出した病変の病変画素数
を細分化した領域ごとに計数することが可能になる。
【０１４３】
　図１８は、特徴量情報ＤＢに格納される特徴量情報の一例を示す第２の図である。図５
との相違点は、特徴量情報１８００の場合、右肺野及び左肺野それぞれが３分割以上に細
分化されており、それぞれの領域において計数された病変の病変画素数が格納されている
点である。
【０１４４】
　このように、肺野領域を複数の領域に分割し、それぞれの領域において計数された病変
画素数に基づいてヒストグラムを生成することで、類似症例の検索精度を向上させること
ができる。
【０１４５】
　［その他の実施形態］
　上記第２の実施形態では、検索部の機能構成について言及しなかったが、第１の実施形
態と同様、第２の実施形態の検索部についても、登録部の機能構成（図１５）に、類似度
算出部１２７０、出力部１２８０を追加した機能構成により実現されるものとする。
【０１４６】
　また、上記各実施形態では、ヒストグラムを生成して類似度を算出するものとして説明
したが、類似度の算出方法はこれに限定されず、各領域の病変画素数を用いて算出する方
法であれば、他の算出方法により類似度を算出してもよい。
【０１４７】
　また、上記各実施形態では、特徴量情報５００とＣＴ画像情報６００とを異なるＤＢに
分けて格納する場合について説明したが、特徴量情報５００とＣＴ画像情報６００とは、
同じＤＢに格納してもよい。
【０１４８】
　また、上記各実施形態では、検索指示を受け付けてから診断対象のＣＴ画像についての
ヒストグラムを生成するものとして説明したが、診断対象のＣＴ画像についてのヒストグ
ラムは、検索指示を受け付ける前に生成するようにしてもよい。
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【０１４９】
　また、上記各実施形態では、医用画像としてＣＴ画像を検索する場合について説明した
が、ＣＴ画像以外の医用画像（例えば、ＭＲＩ（Magnetic　resonance　imaging）画像）
を検索する場合に適用してもよい。
【０１５０】
　なお、開示の技術では、以下に記載する付記のような形態が考えられる。
（付記１）
　医用画像より臓器領域を抽出して、前記臓器領域を複数の領域に分割し、
　分割した前記領域のそれぞれの病変を示す画素の個数を計数し、
　領域ごとの病変を示す画素の個数を記憶した記憶部を参照して、病変を示す画素の個数
の類似度に応じた類似症例画像を特定する、
　処理をコンピュータに実行させる類似症例画像検索プログラム。
（付記２）
　医用画像より肺野領域を抽出して、胸壁と縦隔とを含む肺野領域の輪郭を特定し、
　前記胸壁と前記縦隔との間を内分する位置を特定して、前記肺野領域の形状に基づき前
記肺野領域を中枢領域と末梢領域とに分割し、
　分割した前記中枢領域と前記末梢領域のそれぞれの病変を示す画素の個数を計数し、
　領域ごとの病変を示す画素の個数を記憶した記憶部を参照して、病変を示す画素の個数
の類似度に応じた類似症例画像を特定する、
　処理をコンピュータに実行させる類似症例画像検索プログラム。
（付記３）
　前記医用画像に含まれる複数のスライス画像それぞれにおいて、領域ごとに計数した各
スライス位置での病変を示す画素の個数に基づいて、領域ごとのヒストグラムを生成し、
　領域ごとのヒストグラムを記憶した記憶部を参照して、生成した領域ごとのヒストグラ
ムとの類似度に応じた類似症例画像を特定することを特徴とする付記２に記載の類似症例
画像検索プログラム。
（付記４）
　前記医用画像に含まれる複数のスライス画像それぞれにおける、前記胸壁と前記縦隔と
の間を内分する割合を規定したモデルを参照することで、前記医用画像に含まれる複数の
スライス画像それぞれにおける、前記胸壁と前記縦隔との間を内分する位置を特定するこ
とを特徴とする付記３に記載の類似症例画像検索プログラム。
（付記５）
　前記医用画像に含まれる複数のスライス画像それぞれにおいて、体の中心位置を抽出し
、該中心位置から放射状に延びる複数の直線と、特定した前記肺野領域の輪郭との交点を
、前記胸壁または前記縦隔として抽出することを特徴とする付記４に記載の類似症例画像
検索プログラム。
（付記６）
　前記医用画像に含まれる複数のスライス画像それぞれにおいて、前記胸壁と前記縦隔と
の間を内分する複数の位置をつなぐ分割曲線を作成し、前記肺野領域を中枢領域と末梢領
域とに分割することを特徴とする付記５に記載の類似症例画像検索プログラム。
（付記７）
　前記医用画像に含まれる複数のスライス画像それぞれにおいて、前記肺野領域の重心位
置を通る水平線と、特定した前記肺野領域の輪郭との交点を、前記胸壁として抽出し、前
記水平線において、前記重心位置に対して前記胸壁とは反対側に位置する点であって、前
記重心位置までの距離が、前記胸壁から前記重心位置までの距離に等しい点を、前記縦隔
として抽出することを特徴とする付記４に記載の類似症例画像検索プログラム。
（付記８）
　前記医用画像に含まれる複数のスライス画像それぞれにおいて、２つの前記肺野領域を
統合する統合画像を作成し、作成した該統合画像を、前記胸壁と前記縦隔との間を内分す
る位置を通る大きさまで縮小し、縮小した該統合画像に基づいて、前記肺野領域を中枢領
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域と末梢領域とに分割することを特徴とする付記７に記載の類似症例画像検索プログラム
。
（付記９）
　医用画像より肺野領域を抽出して、胸壁と縦隔とを含む肺野領域の輪郭を特定する輪郭
特定部と、
　前記胸壁と前記縦隔との間を内分する位置を特定して、前記肺野領域の形状に基づき前
記肺野領域を中枢領域と末梢領域とに分割する分割部と、
　分割した前記中枢領域と前記末梢領域のそれぞれの病変を示す画素の個数を計数する計
数部と、
　領域ごとの病変を示す画素の個数を記憶した記憶部を参照して、病変を示す画素の個数
の類似度に応じた類似症例画像を特定する画像特定部と
　を有することを特徴とする類似症例画像検索装置。
（付記１０）
　医用画像より肺野領域を抽出して、胸壁と縦隔とを含む肺野領域の輪郭を特定し、
　前記胸壁と前記縦隔との間を内分する位置を特定して、前記肺野領域の形状に基づき前
記肺野領域を中枢領域と末梢領域とに分割し、
　分割した前記中枢領域と前記末梢領域のそれぞれの病変を示す画素の個数を計数し、
　領域ごとの病変を示す画素の個数を記憶した記憶部を参照して、病変を示す画素の個数
の類似度に応じた類似症例画像を特定する、
　処理をコンピュータが実行する類似症例画像検索方法。
【０１５１】
　なお、上記実施形態に挙げた構成等に、その他の要素との組み合わせ等、ここで示した
構成に本発明が限定されるものではない。これらの点に関しては、本発明の趣旨を逸脱し
ない範囲で変更することが可能であり、その応用形態に応じて適切に定めることができる
。
【符号の説明】
【０１５２】
１００　　　　　：ＣＴ画像処理システム
１１０　　　　　：ＣＴ装置
１２０　　　　　：類似症例画像検索装置
１４０　　　　　：類似症例画像検索部
１４１　　　　　：登録部
１４２　　　　　：検索部
１４３　　　　　：表示制御部
３００　　　　　：表示画面
５００　　　　　：特徴量情報
５０１～５０４　：ヒストグラム
６００　　　　　：ＣＴ画像情報
７１０　　　　　：スライス画像取得部
７２０　　　　　：病変検出部
７３０　　　　　：輪郭特定部
７４０　　　　　：中枢領域モデル取得部
７５０　　　　　：分割曲線作成部
７６０　　　　　：ヒストグラム生成部
１２１０　　　　：スライス画像取得部
１２２０　　　　：病変検出部
１２３０　　　　：輪郭特定部
１２４０　　　　：中枢領域モデル取得部
１２５０　　　　：分割曲線作成部
１２６０　　　　：ヒストグラム生成部
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１２７０　　　　：類似度算出部
１２８０　　　　：出力部
１５１０　　　　：両肺野統合画像作成部
１５２０　　　　：統合画像収縮部
１６３０　　　　：統合画像

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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